















































































































































　　 1 ）　値と式の採点の実行 …「値の採点」と「式の採点」
　　 2 ）　採点結果の表示方法 …「表に○×を表示」と「不正解に色を塗る」
　　 3 ）　答案の読取方向（オプション） …「横読み」または「縦読み」
































　　　 　 1 ）　値と式の採点の実行 …「値の採点」と「式の採点」
　　　 　 2 ）　採点結果の表示方法 …「表に○×を表示」と「不正解に色を塗る」
　　　 　 3 ）　答案の読取方向（オプション） …「横読み」または「縦読み」


















阪南論集　人文・自然科学編 Vol. 54 No. 1
2.1　講師ファイルに用意するシート







































































































　　 　　正解シートの名前である。デフォルトでは「正 1」「正 2」…と順に続く。
　 3 ）　範囲シート　　　　　　　　　　
　　 　　設定シートの名前である。デフォルトでは「設 1」「設 2」…と順に続く。
　 4 ）　回収シート　　　　　　　　　　






　 7 ）　採点対象 選択
　　 　 　「値」および「式」を採点対象とするか否かを指定する。採点対象とする場合はTRUE，しない場合
はFALSEを選ぶ。どちらか一方または両方を選ぶ。両方とも選ばなかったときは採点が行われない。
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　操作F）　自己採点



















































1 ） 「式」はExcelのセルのプロパティとして「Cells（i, j）.Formula」で取得している。
2 ） フォルダー内のファイル名が指定した条件を満たすファイルのみを採点集計することも可能だが，分かりやすく以
下では全てのファイルとする。
3 ） 処理A）処理B）処理C）を一つの処理としプログラムの実行をボタン 1 つにまとめることもできるが，ここではそ




5 ） ここでは名簿シートにおける名簿の位置を明示しないが，実際に使用するときは表 4 にある既定の位置にすればよ
い。他に設定シートなども位置を明示していないが，同様である。
6 ） 現在のところ，プログラムが答案範囲を示す指定の色を検索するシート範囲を 1 行A列から40行AD列（＝ 1 行 1
列から40行30列）の範囲で固定にしているが，利用者が設定可能なプログラムにすることは難しくない。
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